
とっぴぃ 豊島の選択　No.146とっぴぃ 豊島の選択　No.146 No.146　とっぴぃ 豊島の選択No.146　とっぴぃ 豊島の選択 4455

池
袋
方
式
と
呼
ば
れ
た
40
年
前
の
歴
史
的
取
組
を
振
り
返
る

池
袋
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
構
想

21
世
紀
に
向
け
た〝
21
の
扉
〟の
記
録

〝
「
ロ
ー
マ
は
１
日
に
し
て
な
ら
ず
」
と
い
う
が
、
「
街
づ
く
り
」
と
は
実

は
根
気
の
い
る
シ
ン
ド
イ
仕
事
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
や
り
続
け
よ
う
と
思
う

の
は
、
や
は
り
そ
の
「
夢
」
に
か
け
る
気
持
ち
か
ら
だ
ろ
う
か
…
〟

　

今
か
ら
40
年
前
の
'80
年
代
、
21
世
紀
池
袋
副
都
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
で
描
こ
う
と
地
元
の
人
々
が
取
り
組
ん
だ
記
録
が
あ
る
。

そ
れ
が
「
池
袋
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
構
想
」
だ
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
地
元
の

人
々
が
発
想
し
、
行
政
や
企
業
、
当
時
の
錚
々
た
る
専
門
家
た
ち
（
下
記

参
照
）
を
巻
き
込
ん
で
構
想
を
つ
く
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
当
時
「
池
袋
方
式
」
と
呼
ば
れ
高
い
評
価
を
受
け
た
。
冒
頭
の
一
文

は
そ
の
報
告
書
の
最
初
に
書
か
れ
て
い
た
当
時
の
彼
ら
の
言
葉
で
あ
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
過
去
・
現
在
・
未
来
を
つ
な
ぐ
夢
の
継
承
。
現
在
の
池
袋

周
辺
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
公
園
や
道
路
の
活
用
、
ま
た
「
ウ
ォ
ー
カ
ブ

ル
」
「
ア
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
」
の
概
念
も
ま
た
先
人
の
夢
か
ら
生
ま
れ
た

贈
り
物
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

21
世
紀
も
四
半
世
紀
が
過
ぎ
、
大
規
模
再
開
発
計
画
や
池
袋
エ
リ
ア
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
動
向
が
あ
る
今
、
未
来
を
考
え
る
た
め
に
、
か
つ

て
の
地
域
の
人
々
の
夢
に
思
い
を
馳
せ
て
み
た
い
。

特
集
：
ま
ち
づ
く
り
は
過
去・現
在・未
来
を
つ
な
ぐ
夢
の
継
承

池
袋
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
構
想
と
は

こ
の
構
想
は
昭
和
58
年
、
東
京
都
建

築
士
事
務
所
協
会
の
社
団
法
人
35
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
地
元
の
池
袋
で

建
築
事
務
所
を
営
む
宇
田
川
達
生
氏
が

委
員
長
、
猪
狩
達
夫
氏
が
副
委
員
長
と

な
っ
て
着
手
し
、
翌
年
に
は
豊
島
区
役
所

で
イ
メ
ー
ジ
し
た
模
型
パ
ネ
ル
を
展
示

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
日
本
都

市
計
画
学
会
が
注
目
、
当
学
会
の
参
画

を
得
て
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
昭
和
60

年
11
月
か
ら
本
格
的
な
調
査
を
開
始
、

昭
和
62
年
３
月
に
最
終
答
申
が
示
さ
れ

た
。
初
期
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
延
べ
５
年
に

渡
る
長
い
計
画
作
業
に
よ
る
こ
の
構
想

の
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
、
①
地
元
の
募
金
運
動

に
よ
る
拠
金
を
計
画
資
金
と
し
た
こ
と

②
計
画
に
地
元
側
の
商
店
会
、
企
業
、
個

人
の
人
々
が
入
り
、
地
元
の
意
向
が
十
分

に
計
画
内
容
に
反
映
さ
れ
た
こ
と
、
③

計
画
の
進
め
方
や
発
表
、
レ
ポ
ー
ト
す
べ

て
が
過
去
の
慣
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
地

元
人
の
発
想
に
よ
る
独
自
の
ス
タ
イ
ル

を
と
っ
た
こ
と
。
当
時
の
都
市
計
画
の
専

門
家
た
ち
か
ら
「
池
袋
方
式
」
と
し
て
高

い
評
価
を
受
け
、「
丸
の
内
方
式
」「
渋

谷
方
式
」
に
並
ぶ
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
。

21
世
紀
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

｢

未
来
の
21
の
扉｣

こ
の
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
は
「
文
化
と
モ
ー
ル
を
デ
ザ
イ
ン

の
副
都
心
づ
く
り
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

21
項
目
の
テ
ー
マ
毎
の
扉
を
開
く
こ
と

で
池
袋
の
未
来
が
開
け
る
と
示
し
た
。

そ
の
項
目
は
次
の
三
つ
の
視
点
に
よ

り
分
け
ら
れ
、
説
明
さ
れ
て
い
る
。

Ｉ
．
過
去
…
過
去
に
あ
っ
た
い
い
も
の

を
引
き
だ
す
。
そ
し
て
池
袋
文
化
を
見

直
し
，
現
代
的
な
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て

み
る
試
み
。

Ⅱ
．
現
在
…
今
，
現
在
進
行
中
の
区
や

民
間
の
諸
計
画
や
諸
事
業
の
紹
介
と
位

置
づ
け
と
新
し
い
視
点
か
ら
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
試
み
る
。

Ⅲ
．
未
来
…
今
ま
で
の
池
袋
に
な
か
っ

た
も
の
を
創
り
出
す
。
そ
し
て
新
し
い

魅
力
を
付
加
し
て
い
く
。

〈
以
降
は
す
べて
当
時
の
記
述
の
ま
ま　
※
青
字
は
現
在
地
〉

Ｉ
．
過
去
を
見
直
し
，
良
い
も
の
を

現
代
に
復
元
、
再
生
さ
せ
る
。

①
池
袋
に
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
を
創
る

　

｢

桜
ヶ
丘
パ
ル
テ
ノ
ン｣｢

す
ず
め
が

丘｣｢

つ
つ
じ
が
丘｣

と
は
、
か
つ
て
の

ア
ト
リ
エ
村
の
名
称
で
あ
る
。

　

西
池
袋
地
域(

千
早
町
・
長
崎
町
附

近)

は
、
昭
和
初
年
～
戦
後
の
約
20
年

間
、
若
い
美
術
学
生
の
メ
ッ
カ
で
あ
っ

た
。
そ
の
数
16
個
所
、
90
軒
に
の
ぼ

る
。
我
々
は
、
こ
の
ア
ト
リ
エ
村
が
パ

リ
の
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
に
あ
る
集
合
芸

術
村(

ラ
・
リ
ュ
ー
ジ
、
ラ
ト
ー
バ
ト

ワ
ー
ル)

に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
に
着
目

し
、
今
度
は
地
域
の
人
々
の
た
め
の
創

作
の
場
と
し
て
の
集
合
ア
ト
リ
エ
を
つ

く
り
、
既
存
の
熊
谷
守
一
美
術
館
も
生

か
し
た
芸
術
村
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
地
域
の
人
々
の
力
で
そ
し

て
芸
術
村
づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
西
池
袋
の
地
域
イ
メ
ー
ジ
を
た
か

め
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

②
八
の
日
は
鬼
子
母
神
へ

け
や
き
並
木
と
す
す
き
み
み
ず
く
で

有
名
な
鬼
子
母
神
は
豊
島
区
雑
司
ヶ
谷

地
区
に
あ
る
愛
ら
し
き
神
社
で
あ
る
。

こ
の
附
近
は
、
江
戸
時
代
は
物
見
遊
山

の
地
と
し
て
一
大
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地

で
あ
っ
た
。
八
の
日
が
縁
日
の
開
か
れ
る

日
で
あ
っ
て
、
10
月
中
旬
の
大
祭
に
は

数
万
人
の
人
で
賑
わ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
こ
で
、
鬼
子
母
神
を
中
心
と
し
た

街
路
を
整
備
す
る
な
ど
し
て
、
イ
メ
ー

ジ
の
再
現
を
提
案
す
る
。
そ
し
て
、
リ
サ

イ
ク
ル
運
動
な
ど
と
か
ら
め
、
世
田
谷

区
の
ボ
ロ
市
等
を
凌
ぐ
広
域
的
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
モ
ー
ル
を
構
成
し
、
毎
月
８
日
を

イ
ベ
ン
ト
日
と
す
る
。
こ
れ
は
北
は
東
通

り
、
中
央
は
表
通
り
な
ど
地
域
商
店
街

の
活
性
化
を
促
す
き
っ
か
け
に
な
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

③
副
都
心
の
杜
（
も
り
）
づ
く
り

徳
川
家
の
鷹
狩
り
の
狩
猟
場
で
あ
っ

た
の
が｢

六
郷
社
の
森｣

（
※
現
：
南
池
袋

公
園
）
で
あ
る
。　

池
袋
駅
東
口
の
駅
前
に
５
ｈ
ａ
ほ
ど

拡
が
っ
て
い
て
ブ
ナ
林
、
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ

な
ど
の
雑
木
林
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ

が
昭
和
初
年
ま
で
根
津
山
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
た
が
、
都
心
と
当
時
の
新
池

袋
駅
を
結
ぶ
音
羽
通
り(

現
在
の
グ
リ
ー

ン
大
通
り)

の
開
通
に
よ
り
、
次
第
に
緑
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が
姿
を
消
し
て
現
在
全
く
面
影
も
止
め

て
い
な
い
。

こ
の
由
緒
あ
る
樹
林
を
何
ら
か
の
形

で
駅
周
辺
の
街
づ
く
り
の
中
で
再
現
さ

せ
よ
う
と
い
う
⑦
の
緑
の
ネ
ッ
ク
レ
ス

運
動
と
連
動
し
た
市
民
運
動
で
あ
る
。

④
池
と
水
を
街
の
シ
ン
ボ
ル
に
！

｢

池
袋｣

の
語
源
で
あ
っ
た
、
昔
数
多

く
あ
っ
た
池
や
川
が
消
滅
し
、
元
池
袋

公
園
（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
前
）
内

に
６
㎡
く
ら
い
の
小
さ
な
池
が
辛
う
じ

て
そ
の
名
を
止
め
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
池
す
な
わ
ち
「
水
面
」
を
街
づ
く
り

の
中
に
多
く
取
り
入
れ
、
「
池
袋
」
の
名

を
名
実
と
も
に
現
代
に
生
か
そ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
回
の
ス
ー

パ
ー
モ
ー
ル
や
駅
前
地
区
の
計
画
の
中

に
噴
水
や
せ
せ
ら
ぎ
な
ど
具
体
的
な
空

間
計
画
の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

⑤
副
都
心
の
オ
ア
シ
ス
を
よ
み
が
え
ら
せ
る

こ
れ
は
公
園
の
再
生
計
画
で
あ
る
。

駅
周
辺
約
８
０
０
ｍ
圏
域
に
現
在
大
小

10
く
ら
い
の
公
園
が
あ
る
が
、
こ
れ
が

浮
浪
者
の
溜
り
場
に
な
っ
て
お
り
、
一
向

に
使
わ
れ
て
い
る
様
子
が
な
い
。
こ
れ
を

一
般
市
民
な
ど
に
使
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

広
場
や
バ
ザ
ー
ル
広
場
な
ど
活
動
的
な

「
広
場
公
園
」
と
し
て
模
様
変
え
し
て
は

ど
う
か
と
い
う
提
案
で
あ
る
。

⑥
歴
史
と
文
化
と
公
園
を
訪
ね
る

　
散
歩
道
づ
く
り

池
袋
駅
周
辺
に
は
、
鬼
子
毋
神
社
を

始
め
、
文
豪
夏
目
漱
石
や
永
井
荷
風
、

画
家
の
竹
久
夢
二
な
ど
の
眠
る
雑
司
ヶ

谷
墓
地
が
あ
り
、
古
い
江
戸
時
代
か
ら

の
法
明
寺
、
長
崎
神
社
や
ラ
イ
ト
の
自

由
学
園
な
ど
名
高
い
地
や
建
物
が
多

い
。
こ
う
い
っ
た
名
所
旧
跡
を
た
ど
る
道

づ
く
り
を
新
し
い
ピ
ク
ニ
ッ
ク
公
園
や

散
歩
道
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

区
内
だ
け
で
な
く
都
下
の
歴
史
散
策
の

道
ル
ー
ト
も
組
み
入
れ
今
後
文
京
区
、

新
宿
区
、
北
区
と
も
繋
が
る
道
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
。
な
お
ル
ー
ト
の
半
径

は
中
心
よ
り
１
．５
㎞
、
全
長
10
㎞
で
あ

り
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
も
考
え
た
い
。

⑦
緑
の
二
重
ネ
ッ
ク
レ
ス
運
動
を
！

１
８
８
７
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー

ン
市
で
ネ
ッ
ク
レ
ス
計
画
が
実
施
に
移

さ
れ
た
。
こ
れ
が
約
半
世
紀
に
か
け
て
、

立
派
な
み
ど
り
の
都
市
ウ
ィ
ー
ン
が
生

ま
れ
た
。
こ
れ
は
、
公
的
、
私
的
を
問
わ

ず
、
街
路
脇
の
樹
木
や
緑
地
を
連
ね
た

市
民
の
努
力
の
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
こ
池

袋
で
も
、
緑
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
計
画
と
し
て

地
上
街
路
レ
ベ
ル
と
デ
ッ
キ
レ
ベ
ル
、
ま

た
街
路
レ
ベ
ル
と
地
下
レ
ベ
ル
な
ど
「
緑

の
ダ
ブ
ル
ラ
イ
ン
」
を
構
成
し
た
い
。

Ⅱ
．
現
状
を
直
視
、
実
施
の
可
能
性

を
将
来
に
つ
な
げ
る

⑧
交
通
の
流
れ
を
円
滑
に
す
る
道
づ
く
り

21
世
紀
の
池
袋
は
西
口
の
道
路
を
切

り
開
ら
か
な
く
て
は
あ
り
得
な
い
。
防

災
上
、
都
市
機
能
上
い
か
に
深
刻
な
問

題
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
補

助
１
７
２
号
線
（
現
：
西
池
袋
通
り
）

の
整
備
に
伴
う
地
元
の
集
会
が
何
回

も
開
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
も
わ
か

る
。
こ
こ
で
は
、
早
期
に
実
現
を
図
る

方
策
を
い
く
つ
か
試
み
て
い
る
。
こ
の

道
路
に
３
分
の
１
も
接
し
て
い
る
立
教

大
学
は
、
お
お
い
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
対
し
賛
同
し
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
替

計
画
を
か
ら
め
た
協
力
が
望
ま
れ
る
。

ま
た
、
駅
東
口
で
は
環
状
５
号
線
の
バ

イ
パ
ス
を
地
下
式
で
実
現
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
池
袋
駅
の
東
西
が
さ
ら
に
充
実

緊
結
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

⑨
池
袋
と
目
白
を
繋
ぐ

 

「
新
山
の
手
散
策
ル
ー
ト
」
を
！

Ｊ
Ｒ
・
山
手
線
目
白
駅
と
池
袋
駅
の

間
を
目
白
駅
寄
西
側
沿
い
に
現
在
ブ

テ
ィ
ッ
ク
な
ど
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
店
が
並

ん
で
い
る
。
ま
た
ち
ょ
う
ど
中
間
地
点

に
住
宅
公
団
の
単
身
者
ア
パ
ー
ト
が
あ

る
。
そ
し
て
池
袋
駅
寄
り
東
側
沿
い
に

貸
物
線
路
敷
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
約

８
０
０
ｍ
の
南
ス
ー
パ
ー
モ
ー
ル
と
目

白
駅
の
間
を
み
ど
り
（
桜
堤
）
と
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
で
結
ぶ
計
画
で
あ

る
。
こ
れ
は
目
白
の
持
つ
豊
島
区
き
っ
て

の
文
化
的
イ
メ
ー
ジ
と
優
良
住
宅
地
イ

メ
ー
ジ
を
南
池
袋
地
区
に
引
き
込
も
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
目
白
駅
脇

の
貨
物
ヤ
ー
ド
（
日
通
倉
庫
）
に
は
学
生

寮
、
単
身
者
住
宅
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
健

康
施
設
等
を
入
れ
た
ヤ
ン
グ
タ
ウ
ン
を

つ
く
る
。

⑩
安
全
で
住
み
よ
い
池
袋
の
街
づ
く
り

都
市
型
の
住
宅
立
地
に
恵
ま
れ
て
い

る
豊
島
区
は
現
在
人
口
27
万
人
程
度
で

横
バ
イ
で
あ
る
。
木
造
の
密
集
住
宅
地

が
か
な
り
の
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。
防
災

上
の
点
で
も
特
に
池
袋
駅
１
．５
㎞
圏
域

の
既
成
市
街
地
の
不
燃
化
、
中
高
層
化

を
促
進
さ
せ
て
よ
い
。
こ
の
た
め
の
施
策

と
し
て
、
現
行
の
各
種
住
宅
関
連
公
的

事
業
の
北
池
袋
地
区
区
画
整
理
事
業
、

雑
司
ヶ
谷
墓
地
周
辺
都
市
防
災
不
燃
化

事
業
な
ど
が
あ
る
。

　⑪
池
袋
と
大
塚
を
モ
ー
ル
で
つ
な
ぐ

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
と
大
塚
駅
間

は
５
５
０
ｍ
と
近
く
、
池
袋
駅
と
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
間
の
６
０
０
ｍ
よ
り

も
近
い
と
い
う
事
実
は
意
外
と
知
ら
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ビ
ル

の
姿
が
大
塚
駅
前
の
空
蝉
橋
か
ら
大
変

美
し
い
。
こ
の
２
点
に
着
目
し
て
、
既

存
の
街
路
や
駅
周
辺
地
域
を
整
備
し
て

「
大
塚
駅
－
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
」
の

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
を
造
ろ
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
こ
の
さ
い
大
塚
駅
の
６
０
０
０

㎡
の
貨
物
ヤ
ー
ド
は
昨
年
地
元
で
払
下

げ
運
動
が
起
こ
る
な
ど
話
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
こ
は
１
～
２
階
は
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
施
設
と
上
階
は
ホ
テ
ル
や
家
族
型

及
び
オ
フ
ィ
ス
兼
用
型
の
マ
ン
シ
ョ
ン

を
入
れ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
脇
の
造
幣
局
は
将
来
的
に
は
移
転

し
、
跡
地
に
半
地
下
式
の
美
術
館
と
運

動
公
園
、
（
も
し
く
は
全
面
的
に
避
難

拠
点
を
兼
ね
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
と

【モールのネットワーク】

新築  リフォーム 
まかせて安心

おかげさまで創業99年
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い
う
案
も
あ
る
⑱
参
照
）
。
そ
し
て
、
現

在
の
豊
島
グ
ラ
ン
ド
に
は
、
超
高
層
住

宅
を
建
て
下
部
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
ー
ル

と
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
を
繋
ぐ
接
点

と
な
る
施
設
ゾ
ー
ン
と
な
る
。

⑫
空
中
イ
ベ
ン
ト
広
場

現
在
進
行
中
の
池
袋
駅
東
口
前
の
共

同
ビ
ル
再
開
発
に
か
ら
め
、
駅
周
辺
の

ス
ー
パ
ー
モ
ー
ル
の
実
施
の
一
環
と
し
て

明
治
通
り
の
う
え
に
ブ
リ
ッ
ジ
を
か
け

空
中
広
場
を
つ
く
る
。
こ
れ
は
、
明
治
通

り
を
将
来
タ
ク
シ
ー
と
バ
ス
の
み
と
し

て
モ
ー
ル
化
し
、
駅
前
か
ら
通
過
交
通

を
し
め
出
し
、
「
人
間
広
場
」
造
り
の
ス

タ
ー
ト
と
も
す
る
。
な
お
、
共
同
ビ
ル
の

大
壁
面
は
18
ｍ
×
18
ｍ
の
大
ス
ク
リ
ー

ン
と
し
、
デ
ッ
キ
上
に
動
く
歩
道
を
造

り
「
ス
ペ
イ
ン
階
段
」
や
「
テ
ィ
ボ
リ
の

泉
」
な
ど
空
中
広
場
に
は
演
出
計
画
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
あ
る
。

⑬
区
民
の
た
め
の
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
造
り

公
会
堂
、
区
庁
舎
の
建
て
替
え
計
画

の
一
方
法
の
提
案
で
あ
る
。
現
在
の
公
会

堂
の
跡
に
高
層
の
総
合
庁
舎
を
建
て
、

一
方
の
現
区
庁
舎
の
と
こ
ろ
に
３
０
０
０

人
く
ら
い
は
入
る
多
目
的
ホ
ー
ル
を
建

て
、
上
部
は
人
工
公
園
と
し
、
前
に
あ
る

中
池
袋
公
園
を
野
外
劇
場
と
し
、
立
体

的
に
繋
げ
、
こ
の
辺
一
体
を
区
民
の
集
う

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
と
す
る
。

⑭
い
き
い
き
民
活
に
よ
る
再
開
発
を
！

細
分
化
さ
れ
た
土
地
を
一
体
化
し
共

同
の
店
舗
、
オ
フ
ィ
ス
、
住
宅
づ
く
り
を

す
る
た
め
に
は
い
ろ
い
ろ
な
制
度
や
事

業
手
法
（
国
、
都
、
区
、
公
団
な
ど
）
が

あ
る
。
そ
れ
ら
を
積
極
的
に
利
用
し
て
、

民
間
活
力
を
活
か
し
た
再
開
発
を
行
っ

て
行
こ
う
で
は
な
い
か
。

Ⅲ
．
副
都
心
池
袋
に
今
ま
で
に

　
　
な
か
っ
た
新
し
い
魅
力
を
つ
く
る

⑮
ス
ー
パ
ー
モ
ー
ル
か
ら

　
新
池
袋
時
代
が
始
ま
る

こ
れ
ぞ
、
正
に
21
世
紀
池
袋
の
象

徴
、
と
い
う
計
画
で
あ
る
。

ま
ず
、
池
袋
駅
の
東
口
と
西
口
を
結

ぶ
、
南
、
中
央
、
北
と
３
本
の
デ
ッ
キ
を

鉄
道
路
線
の
上
に
か
け
る
。
こ
の
う
ち

南
デ
ッ
キ
が
最
大
で
、
幅
90
ｍ
、
長
さ
90

ｍ
と
ほ
ぼ
正
方
形
で
、
こ
の
上
に
橋
上
駅

を
載
せ
、
コ
ン
コ
ー
ス
を
造
る
。
こ
こ
は

Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
の
中
距
離
電
車
ホ
ー

ム
が
新
設
さ
れ
入
っ
て
く
る
。
ま
た
、

西
か
ら
東
武
東
上
線
、
Ｊ
Ｒ
山
手
線
、

埼
京
線
、
中
電
、
そ
し
て
西
武
池
袋
線

ホ
ー
ム
が
並
び
こ
の
デ
ッ
キ
が
乗
り
換

え
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
、
な
ど
、
今
ま
で
地

下
道
の
み
で
行
わ
れ
て
い
た
２
６
０
万

人
の
乗
降
客
の
乗
り
換
え
の
半
分
以
上

が
地
上
、
そ
れ
も
太
陽
が
サ
ン
サ
ン
と

降
り
そ
そ
ぐ
大
広
場
で
行
わ
れ
る
わ
け

で
あ
る
。

こ
の
大
広
場
は
単
な
る
人
の
歩
行
者

路
と
し
て
で
は
な
く
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や

噴
水
は
待
合
わ
せ
場
所
に
、
ベ
ン
チ
を

置
き
、
人
々
の
憩
い
の
場
、
集
う
場
に
、

そ
し
て
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
の
で
き
る

広
い
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。
こ
こ
は
幸

い
な
こ
と
に
駅
が
南
北
軸
の
た
め
に
陽

当
り
が
よ
い
。

駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
上
に
は
、
ク

ロ
ス
状
に
オ
ー
ト
栽
培
に
よ
る
花
園
が

で
き
る
。
こ
の
花
園
ビ
ー
ム
は
透
明
の
ガ

ラ
ス
屋
根
を
吊
っ
て
い
る
の
で
、
ホ
ー
ム

は
こ
こ
も
太
陽
光
で
明
る
い
。
ク
ロ
ス
状

花
園
を
囲
ん
で
西
部
の
東
武
デ
パ
ー
ト

の
線
路
側
に
は
通
路
と
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

を
出
し
て
も
ら
う
。
そ
し
て
緑
を
多
く

と
り
、
ち
ょ
う
ど
パ
リ
の
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ

通
り
の
よ
う
に
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
車
の

洪
水
だ
が
、
こ
こ
池
袋
は
花
園
だ
。

さ
て
、
こ
の
広
場
か
ら
デ
ッ
キ
と
ス

ロ
ー
プ
と
階
段
で
四
方
八
方
に
道
が
伸

び
る
。
例
え
ば
、
こ
の
道
は
西
は
立
教
大

学
を
経
て
芸
術
村
へ
、
南
は
目
白
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
へ
、
東
は
東
口
広

場
を
経
て
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
通
り
へ
、
南
東

に
は
鬼
子
母
神
マ
ー
ケ
ッ
ト
モ
ー
ル
に

直
に
繋
が
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
デ
ッ
キ
広
場
上
に
複

層
の
店
舗
を
乗
せ
商
業
集
積
に
よ
り
、

こ
の
デ
ッ
キ
工
事
コ
ス
ト
を
採
算
ベ
ー
ス

に
乗
せ
る
。
デ
ッ
キ
の
権
利
は
旧
国
鉄
が

空
中
権
を
持
ち
、
床
は
地
元
優
先
の
公

募
に
よ
る
店
舗
構
成
と
な
ろ
う
。

⑯
池
袋
駅
西
口
に
文
化
ゾ
ー
ン

西
口
駅
前
を
中
心
と
し
て
、
整
備
が

行
わ
れ
進
め
ら
れ
る
都
芸
術
文
化
会
館

（
現
：
東
京
芸
術
劇
場
）
、
芝
浦
工
大
跡

地
ビ
ル
（
現
：
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
プ
ラ
ザ

ビ
ル
）
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
な
ど

再
開
発
ビ
ル
等
を
一
体
の
も
の
と
し
て
区

で
行
っ
た
再
開
発
促
進
区
域
に
つ
い
て

「
池
袋
駅
西
口
開
発
整
備
協
議
会
」
が

昭
和
60
年
12
月
に
答
申
さ
れ
た
。

⑰
池
袋
の
新
し
い

　
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
・
タ
ワ
ー
づ
く
り

芝
浦
工
大
跡
地
ビ
ル
と
今
回
提
案
の

南
デ
ッ
キ
と
は
不
離
一
体
で
あ
る
。
こ

れ
も
一
連
の
も
の
と
し
て
計
画
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
南
デ
ッ
キ
広
場
と

共
に
新
し
い
池
袋
の
核
と
な
る
所
だ
け

に
あ
ら
ゆ
る
情
報
の
発
信
基
地
と
な
る

必
要
が
あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
等
に
つ

い
て
も
。

⑱
池
袋
の
新
活
力
の

　
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン

地
元
豊
島
区
で
陳
情
中
の
造
幣
局
の

移
転
後
の
跡
地
を
ど
う
す
る
か
は
、
池

袋
の
将
来
を
左
右
す
る
大
き
な
問
題
で

あ
る
。
東
京
の
国
際
都
市
化
が
叫
ば
れ

る
な
か
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
が
計
画

さ
れ
て
い
る
の
は
、
東
京
で
な
く
横
浜
市

と
か
千
葉
市
な
ど
東
京
都
区
外
で
あ
っ

て
、
都
内
の
施
設
は
移
転
後
の
都
庁
だ

け
で
あ
る
。

こ
の
造
幣
局
の
跡
地
（
現
：
イ
ケ
・
サ

ン
パ
ー
ク
）
４
ｈ
ａ
の
地
を
避
難
場
所
を

伴
う
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
と
す
る
こ

と
は
、
池
袋
の
国
際
化
も
同
時
に
図
れ
、

今
後
検
討
す
べ
き
テ
ー
マ
と
思
わ
れ
る
。

⑲
盛
り
場
の
新
名
所
、
北
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

か
つ
て
池
袋
で
一
番
繁
華
だ
っ
た
北
池

袋
商
店
街
（
駅
の
東
西
口
と
も
）
を
デ
ッ

キ
で
結
ぶ
、
新
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
ゾ
ー

ン
計
画
で
、
こ
れ
は
デ
ッ
キ
と
駅
前
公
園

を
人
工
地
盤
と
し
て
Ｔ
字
型
の
公
園
と

し
、
こ
の
公
園
を
挟
ん
だ
商
店
街
は
一
般

に
ネ
オ
ン
街
の
夜
型
の
街
な
の
で
、
こ
れ

を
昼
の
顔
も
持
つ
24
時
間
都
市
と
し
て

再
生
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

⑳
新
時
代
の
情
報
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
池
袋

池
袋
駅
前
各
所
に
分
か
り
や
す
い
情

報
ガ
イ
ド
を
つ
く
る
。
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
情
報
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
合
わ
せ
よ
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
わ
か
り
に

く
い
街
「
池
袋
」
を
、
わ
か
り
や
す
い
街

「
池
袋
へ
」
の
転
換
を
は
か
る
。

㉑
池
袋
ら
し
さ
を
演
出
す
る

　
サ
イ
ン
と
モ
ー
ル
づ
く
り

都
市
景
観
を
美
し
く
す
る
た
め
の
仕

掛
け
、
装
置
造
り
と
し
て
の
サ
イ
ン
と

モ
ー
ル
造
り
で
あ
る
。
池
袋
の
イ
メ
ー
ジ

チ
ェ
ン
ジ
を
図
る
一
環
と
し
て
の
Ｃ
Ｉ
計

画
が
必
要
と
な
る
。
す
で
に
駅
東
口
前

グ
リ
ー
ン
大
通
り
、
西
口
で
は
補
助
78

号
線
（
現
：
ア
ゼ
リ
ア
通
り
）
の
モ
ー
ル

化
が
完
了
、
ま
た
進
行
中
で
あ
る
丸
井

デ
パ
ー
ト
前
の
五
差
路
で
は
テ
ー
マ
広

場
が
５
月
に
完
成
予
定
で
あ
る
。
今
回

の
「
目
玉
商
品
」
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
モ
ー

ル
計
画
の
中
に
も
あ
ら
か
じ
め
よ
く
練

ら
れ
た
サ
イ
ン
計
画
が
必
須
で
あ
る
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

以
上
が
40
年
前
に
当
時
の
地
元
人
た

ち
の
発
想
を
も
と
に
し
た
「
21
世
紀
に

向
け
た
21
の
扉
」
の
概
要
で
あ
る
。
そ
の

発
想
は
今
で
も
色
褪
せ
て
い
な
い
よ
う

に
思
え
る
。
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
か
つ
て

の
誰
か
の
夢
が
少
し
形
を
変
え
な
が
ら

も
時
間
を
超
え
て
い
つ
の
日
か
実
現
す

る
、
そ
ん
な
元
気
を
与
え
て
く
れ
る
。

　※
本
稿
「
21
世
紀
の
扉
」
の
各
項
目
の
説
明
文

は
【
池
袋
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
構
想
（
概
要
版
）
―
文

化
と
モ
ー
ル
に
よ
る
池
袋
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
求

め
て
ー
】（
１
９
８
７
年
６
月
）
よ
り
転
載
い
た

し
ま
し
た
。（
現
：
〇
〇
は
現
在
地
を
補
記
）

※
本
誌
、
36
ｐ
よ
り
「
池
袋
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

構
想
」
を
発
想
し
牽
引
し
た
宇
田
川
達
生
さ
ん

（
故
人
）
の
講
演
録
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
報
告
書
本
編
は
調
査
編
も
含
め
Ａ
３
版
２

冊
約
１
０
０
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
詳
細
な
も
の
で

す
。
資
料
の
一
部
は
編
集
部
に
ご
ざ
い
ま
す
。
閲

覧
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

地元池袋で創業70年

池袋西口駅前

▼不動産部＝2階
　土地及び建物の販売、仲介、管理、鑑定等
　TEL.3986-0701（代）　FAX.3982-0369

（株）新 光 商 事
▼斉木行政書士事務所＝2階
▼商事部＝3階
　TEL.3971-3755（代）　FAX.3985-8555

豊島区西池袋1-18-1五光ビル

ホームページを
リニューアルしました http://sinkoshoji.co.jp/




